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ロールできるようにした「コース厳選型 course-




































































際の習得度との関連を調べた． ところで， 表 3の読み
仮名テストは放射線技術科学生か学習すべき標準的な
医学用語として， 「A :症状，処置法」，「B:身体部位，































※1 ~ 5点の 5段階による自己評価で回答した．






まで飲める コップ，ひじを大きく 曲げなくても 口に食べ物を簡単に運べるフォ ー クやスプーンなどもある ．
また先日は，薬を飲むためのゼリ ー というものを見つけた．薬を飲み下す時に，のどに 引っかかった経験がある人は多いと思うが，高齢




表 3 読み仮名テスト 用の医学用語
グループA 症状，処置法に関する用語
吻合＊ 痙掛＊ 昴漏＊ 喋下＊ 気胸＊
造痰＊ 気瘤＊ 狭窄＊ 麻痺＊ 穿刺＊
疾病 癒合 濾過 充進 照射野
剖検 仰臥位 罹患 眩雌： 麟症
グループB 身体部位，器官に関する用語
胸腔＊ 排骨＊ 膝蓋骨＊ 肩峰＊ 胆謳＊
踵骨＊ 外顆＊ 腰椎＊ 腔骨＊ 腎孟＊
尾椎 腸間膜 耳介 上顎 靱帯
頬骨 腋窓 糸球体 僧帽弁 頸動脈
＊印は本 e-Learningシステム出現語
野のそれぞれにおいて本 e-Learningシステムで採用
















ケー ト，タイビングテスト ，読み仮名テスト ，本試験
結果を基に優れた学習効果を担っている要因を分析
ワープロ検定 2級準拠 ：総文字数493文字，漢字含有率27.789% 
表 4 各種テストの基瑛統計量一覧
タイピング能力 読みテスト (40点満点） 本試験
再現率 適合率 初回時 終了時 (100点満点）
平均値 54 297% 97. 703% 29 540 34 500 79 364 
椋準偏差 18 832% 2 181 % 4.829 4 117 13 435 
最大値 99 797% 100 000% 39 40 99 
最小値 24 949% 90.031 % 18 22 34 
























16 小林香苗・名木田恵理子 ・ 田 中伸代・板谷道信 • 岡田 衆 •David H. Waterbury 
表 5 各アンケート項目に関する差の有意判定
アンケート項目 検定統計麓 有意判定
質問 1 英語は得意だ． -1.310 
質問 2 医学英語の語梨習得に興味 • 関心がある． 3.186 ＊ ＊ 
質問 3 解剖学，生理学などの医学的基礎知識を持っていると思う ． -2.894 ＊ ＊ 
質問 4 コンピュータを用いた医学英語の学習効果に期待している． 4.798 ＊ ＊ 
質問 5 コンピュータを用いた学習は進んでやりたいと思う．（進んでやった） 2.338 ＊ 
質問 6 学習を完了することで自分に自信がつ〈と思う ．（自信がついた） 6.247 ＊ ＊ 
質問 7 この学習システムを授業時間外の予習・復習に利用したい．（利用した） 3.455 ＊ ＊ 
質問 8 医学英語の習得だけでなく，「医学用語」についても 習熟できる と思う ． （習熟できた） 3 717 ＊ ＊ 
質問 9 医学英語の語梨習得にコンピュータを用いる必要があるのか疑問に思う ．（思った） -3 066 ＊ ＊ 
質問10 画面を見ながらの暗記は困難だと思う ．（困難だった） -1.297 
質問1 （いまだに）コンピュータがう まく操作できるか不安だ． 6.576 ＊ ＊ 
質問12 日本語入力が難しそうだ． （難しかった） 0.000 
質問13 英語入力が難しそ うだ．（難しかった） -2.939 ＊ ＊ 


































































































タイピング タイピング 読み仮名テスト 読み仮名テスト
本試験





0 189 1 000 
（適合率）
読みテスト
0 294' 0 254 1 000 
（初回時）
読みテスト
-0 134 0 159 -0 672" 1.000 
（伸ぴ率）
本試験 -0 018 0 055 0 491" -0 182 1 000 































意水準 1％未満で有意差が見られた．これより ， e-
Learningによる医学用語の学習を行 うことで医学的基
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